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【はじめに】我々は高い電気光学(EO)係数をもつ ZnTe を利用した ZnMgTe/ZnTe 光導波路の研究

を行っている。クラッド層の Mg 組成比や膜厚を上げることで光閉じ込め効果を大きくすること

が可能であるが、格子不整合が大きくなり臨界膜厚を超える可能性も高くなる[1]。歪や欠陥によ

ってクラッド層とコア層の界面の急峻性が損なわれ波長程度の凹凸が生じると、界面における光

の散乱が無視できなくなると考えられる。他方で、歪や欠陥の密度が十分に小さいのであれば、

臨界膜厚とは関係なく界面における光の散乱は低く抑えることが可能であると考えられる。そこ

で、導波路構造のクラッド層とコア層の格子不整合やそれに起因する界面歪、界面欠陥が光の伝

搬特性に与える影響について探査することとした。手始めに様々な導波路構造において、歪や欠

陥が表面形状に与える影響について評価し、X 線回折逆格子マッピング測定等で得られる界面歪

や欠陥との相関性について明らかにすることとした。このことを通じて光導波路の光導波特性の

評価を簡便に行える手法の開発が可能か検討した。 

【実験方法】光導波路構造は MBE 法より作製した。クラッド層の Mg 組成比を 5~35%、膜厚を

0.13µm~0.35µm と変化させた。原子間力顕微鏡で表面形状の観察を行い、X 線回折逆格子マッピ

ングにより得られた面内の格子不整合率と対比させた。 

【実験結果】Mg組成 20%でクラッド層厚が 0.15µmであるサンプルは面内の格子不整合率が低か

った(0.2%以下)。そして、試料表面からは特段のモフォロジーは観察されず平坦な表面形状である

ことが確認された。しかしながら、クラッド層厚を保ったままで Mg 組成を 25%に増加させたサ

ンプル(格子不整合率 0.51%)からは 0.33µm 程度の凹凸が一面に観察された。そして、それらがさ

らに集まり大きな凹凸(直径 4µm 程度)を形成していることが確認された。他の格子不整合率を有

する試料も比較したところ、これらの表面凹凸は界面における格子緩和の程度と相関しているこ

とが明らかになった。光導波路の EO 特性との関連性は今後検討の予定である。 
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Fig.1 (a)Mg組成 20%      (b)Mg組成 25% 
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